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〜令和２年１１月から１２月

【令和２年第４回吉田町議会臨時会（会期：11 月２日）】
　補正予算１件、財産の取得１件の計２議案を審議。全ての議案について原案のとおり可決した。

議案番号 件名 概要　※詳細はP6 審議結果

第89号 令和２年度吉田町一般会計補正予算（第
７号）について

歳入歳出の総額に、それぞれ３，４９９万円を
追加し、歳入歳出総額を１５５億１，８７８万円
とする補正

原案可決

第90号 令和２年度吉田町新型コロナウイルス感
染症対応防災資機材等の取得について

新型コロナウイルス感染症拡大防止に
対応した防災資機材などを４，４４６万円
で取得する

原案可決

＜法令に基づく報告＞
第９号報告 専決処分事項の報告について（令和２年度防潮堤整備工事(その２)請負契約の変更について）

第10号報告 専決処分事項の報告について（和解及びこれに伴う損害賠償額を決定することについて）

第11号報告 専決処分事項の報告について（静岡県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減
少及び静岡県市町総合事務組合規約の一部を変更する規約について）

【令和２年第５回吉田町議会臨時会（会期：11 月 26 日）】
　条例の改正３件、財産の取得１件、人事案件１件の計５議案を審議。
全ての議案について原案のとおり可決・同意した。
　また、法令に基づく報告が３件あった。

議案番号 件名 概要　※詳細はP6 審議結果

第91号

吉田町職員の給与に関する条例及び吉
田町一般職の任期付職員の採用等に関
する条例の一部を改正する条例の制定
について

民間給与との格差を解消するため、期
末手当の支給月数を０．０５月分引き下
げる

原案可決

第92号
特別職の職員で常勤のものの給料等に
関する条例の一部を改正する条例の制
定について

民間給与との格差を解消するため、期
末手当の支給月数を０．０５月分引き下
げる

原案可決

第93号
議会議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を改正する条例の制
定について

民間給与との格差を解消するため、期
末手当の支給月数を０．０５月分引き下
げる

原案可決

第94号
令和２年度公立学校情報機器整備事業
吉田町立小中学校学習者用コンピュー
タの取得（その２）について

GIGAスクール構想における児童生徒
1人１台端末の整備を実現するため、町
内小中学校に整備する学習者用コン
ピュータを取得する

原案可決

第95号 吉田町教育委員会の委員の任命につき
同意を求めることについて

１２月１４日の任期満了に伴い、引き続
き北澤雅恵氏を充てる人事案への同意 同意
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【令和２年第４回吉田町議会定例会（会期：12月1日～１５日）】
　条例の改正３件、条例の制定１件、補正予算４件、規約の変更１件、人事案件１件の計１０議案
を審議。全ての議案について原案のとおり可決・同意した。また、議員発議１件（意見書の提出）
についても可決した。

議案番号 件名 概要　※詳細はP4・5 審議結果

第96号 吉田町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例の制定について

国民健康保険税の減額にかかる所得の
基準などの見直しが行われたことによ
る所要の変更を行う

原案可決

第97号 吉田町印鑑条例の一部を改正する条例
の制定について

利用者証明用電子証明書が登録された
個人番号カードを使用して印鑑登録証
明書の交付の申請ができる端末に、自
動交付機を追加する

原案可決

第98号 吉田町子ども・子育て会議条例の一部
を改正する条例の制定について

国の法律の一部改正に伴い、本条例で
引用している法律の条項にずれが生じ
たことによる所要の変更を行う

原案可決

第99号
吉田町新型コロナウイルス感染症経済
変動対策貸付資金利子助成金基金条例
の制定について

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
の影響をうけている町内の中小企業に
対する資金の融資に係る利子の助成を
通じた地方創生に資する事業に要する
経費の財源に充てるための基金を設置
する条例

原案可決

第100号 令和２年度吉田町一般会計補正予算（第
８号）について

歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に そ れ ぞ れ 
２，２１１万円を追加し、歳入歳出総額を
１５５億４，０８９万円とする補正

原案可決

第101号 令和２年度吉田町介護保険事業特別会
計補正予算（第２号）について

歳入歳出予算の総額にそれぞれ３５万円を
追加し、歳入歳出総額を２１億１，７１５万円
とする補正

原案可決

第102号 令和２年度吉田町公共下水道事業会計
補正予算（第１号）について

川尻南部汚水幹線工事について、期間
を令和３年度、限度額を１億３，３００万円
とする債務負担行為を定める

原案可決

第103号 吉田町牧之原市広域施設組合規約の一
部を変更する規約について

吉田町牧之原市広域施設組合の経費
負担割合を変更する 原案可決

第104号 吉田町固定資産評価審査委員会の委員
の選任につき同意を求めることについて

１２月１６日の任期満了に伴い、新たに
塚本雅士氏を充てる人事案への同意 同意

第105号 令和２年度吉田町一般会計補正予算（第
９号）について

歳入歳出の総額にそれぞれ１，６２７万円を
追加し、歳入歳出総額を１５５億５，７１７万円
とする補正

原案可決

＜発　議　案＞

第 3 号 防災・減災・国土強靭化対策の継続・
拡充を求める意見書について

令和３年３月末に期限を迎える「防災・
減災、国土強靭化のための３か年緊急
対策」について、継続と拡充を行うこと
などを要望する意見書を国へ提出する

原案可決
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第
４
回
定
例
会
が
12
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で
の

会
期
で
開
催
さ
れ
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
、
特

別
会
計
・
事
業
会
計
の
補
正
予
算
４
件
、
条
例
の

一
部
改
正
３
件
、
条
例
の
制
定
１
件
、
規
約
の
変

更
１
件
、
委
員
の
選
任
１
件
の
計
10
件
を
審
議
し
、

可
決
、
同
意
し
た
。

　
ま
た
、
発
議
案
１
件
に
つ
い
て
も
可
決
し
、
吉

田
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙

を
実
施
し
た
。

問

後
期
高
齢
者
医
療

事
業
事
務
費
の
電
算

処
理
委
託
料
が
増
額

さ
れ
て
い
る
が
、
委

託
先
か
ら
見
積
も
り

を
取
る
な
ど
、
適
正

な
対
応
を
し
て
い
る

か
。

答

当
初
予
算
時
に
お

い
て
は
、
委
託
先
と

各
課
で
打
ち
合
わ
せ

を
し
て
い
る
。
年
度

途
中
の
場
合
に
も
、

打
ち
合
わ
せ
の
上
、

仕
様
な
ど
の
確
認
を

行
っ
て
い
る
。

問

委
託
先
か
ら
の
見

積
も
り
の
取
り
方
は
。

答

町
が
要
求
し
て
い

る
も
の
を
し
っ
か
り

と
相
手
に
伝
え
た
上

で
取
得
し
て
い
る
。

問

川
尻
南
部
汚
水
幹

線
工
事
に
つ
い
て
、

下
水
道
事
業
と
浄
化

槽
設
置
と
の
経
済
比

較
は
し
て
い
る
の
か
。

答

今
回
の
工
事
箇
所

に
つ
い
て
は
事
業
計

画
区
域
内
で
あ
る
た

め
、
経
済
比
較
は

行
っ
て
い
な
い
。

反
対
討
論
―
山
内
均
議
員

賛
成
討
論
―
大
石
巌
議
員

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

問

庁
舎
前
に
設
置
し

て
あ
る
自
動
交
付
機

で
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
使
え
る
よ

う
に
と
の
改
正
で
あ

る
が
、
町
民
へ
の
周

知
は
。

答

広
報
・
Ｈ
Ｐ
・
よ

し
ポ
ケ
な
ど
で
周
知

し
て
い
く
。

問

使
用
開
始
時
期
は

い
つ
か
。

答

１
月
20
日
前
後
に

開
始
し
た
い
。

問

役
場
窓
口
負
担
の

軽
減
に
つ
な
が
る
の

か
。

答

町
民
カ
ー
ド
と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

２
種
類
が
利
用
で
き

る
の
で
自
動
交
付
機

を
利
用
し
て
ほ
し
い
。

【
人
事
案
件
】

・
吉
田
町
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員

　
　

塚
本
雅
士
氏

吉
田
町
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
及
び
補
充

員
の
選
挙

【
選
挙
管
理
委
員
】　

　
　

鈴
木
進
氏　
　

　
　

守
谷
孝
平
氏　
　

　
　

大
石
晴
美
氏　
　

　
　

池
谷
一
朋
氏　
　

【
補
充
員
】

　
　

中
村
節
男
氏

　
　

松
浦
愼
次
氏

　
　

杉
村
勝
巳
氏

　
　

増
田
義
美
氏

令
和
２
年
度
吉
田
町
㆒
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）
質
疑

令
和
２
年
度
吉
田
町

公
共
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
質
疑

令和２年度　一般会計補正予算（第８号）
歳入歳出総額に2,211万円追加し、総額155億4,089万円とする。

【主な特徴】

歳入 基金繰入金　3,626万円増額　

歳出 総務管理費　2,166万円減額（職員人件費など）
保健衛生費　5,022万円増額（診療所等開設補助金など）

令和２年第４回定例会  一般会計補正予算を

全員一致で可決

吉
田
町
印
鑑
条
例

の
㆒
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
質
疑

工事予定箇所

自動交付機
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問

車
両
の
購
入
目
的

を
災
害
時
の
活
用
と

し
て
い
る
が
、
平
常

時
の
活
用
が
目
的
の

よ
う
に
受
け
取
ら
れ

る
が
、
ど
う
な
の
か
。

答

地
域
経
済
の
維
持

と
い
う
こ
と
に
主
眼

を
置
い
て
い
る
こ
と

は
事
実
。
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
踏
ま
え
た

地
域
経
済
の
活
性
化

と
、
災
害
時
の
活
用

の
２
面
性
を
持
っ
た

取
り
組
み
で
あ
る
。

問

車
両
の
購
入
に
つ

い
て
は
国
の
交
付
金

の
対
象
事
業
と
い
う

こ
と
だ
が
、
対
象
で

な
か
っ
た
と
し
て

も
、
購
入
は
し
て
い

た
の
か
。

答

賑
わ
い
の
創
出
と

い
う
観
点
か
ら
、
車

両
の
導
入
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
た
。

　

今
回
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
」
の
対
象
と

な
っ
た
の
で
、
こ
の

交
付
金
を
活
用
し
て

の
購
入
と
な
っ
た
。

問

ト
イ
レ
カ
ー
は
１

台
の
購
入
と
の
こ
と

だ
が
、
町
内
に
は
自

治
会
が
４
つ
あ
る
こ

と
や
、
災
害
時
だ
け

で
な
く
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
の
活
用
も
見
込

ま
れ
る
。
複
数
台
購

入
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
の
か
。

答

高
額
な
車
両
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
今

回
は
１
台
の
み
の
購

入
と
し
た
。

問

コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
、
避
難
所
の
間
仕

切
り
や
簡
易
ベ
ッ
ド

な
ど
、
物
的
な
充
実

を
図
っ
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

頑
張
っ
て
い
る
保
育

所
、
学
校
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
職
員

に
対
す
る
人
的
な
支

援
の
考
え
は
な
い
か
。

答

近
隣
市
町
の
動
向

も
見
な
が
ら
、
現
在

検
討
し
て
い
る
。

 
令
和
２
年
度
吉
田
町
㆒
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
質
疑

令和２年度　一般会計補正予算（第９号）
歳入歳出総額に1,627万円追加し、総額155億5,717万円とする。

【主な特徴】

歳入 基金繰入金　1,627万円増額　

歳出 総務管理費　　810万円増額（トレーラーハウス購入）
消 防 費　　816万円増額（トイレカー・備品搬送車）

 意見書の内容 
　近年、全国各地で大規模な地震や記録的な集中豪雨等による甚大な被害が相次ぎ、また、気候
変動の影響による大規模な自然災害が懸念されている。
　このため、国においては「防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策」を決定し、地方
においてもこれを活用することで、特に、緊急的に実施すべき対策を集中的に進めることができ
ている。
　こうした中、本町では、安全で安心して住み続けることのできるまちづくりを基本理念とした
津波防災まちづくりを強力に推し進めてきたところであるが、激甚化・頻発化する大規模自然災
害から町民の生命、財産を守り、安心、安全を確保するためには、防災・減災対策の強化は必要
不可欠であり、防災・減災国土強靭化の取組を更にスピード感をもって集中的に進めていく必要
がある。
　よって、国においては、次の措置を講じるよう強く要望する。

記
１　令和３年３月末期限の防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策の継続と拡充を行う

こと。
２　地方自治体が国土強靭化地域計画に基づき実施する対策に必要な予算総額確保を図ること。
３　社会資本の整備・管理に加え、災害発生時の迅速かつ円滑な対応のため、地方整備局の体制

の維持・充実を図ること。

防災・減災、国土強靭化対策の継続・拡充を求める意見書
１２月９日の議会において下記内容の意見書を議決し、国に提出しました。

トレーラーハウス（イメージ）
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質
　
疑

質
　
疑

第
91
号
議
案(

吉
田
町
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正)

に
お
け
る
討
論

　令和２年第４回臨時会

新型コロナウイルス感染症追加対策に対応する
　補正予算（３，４９９万円）を可決　

　令和２年第5回臨時会
　吉田町職員の給与に関する条例、常勤の特別職の
　給料等に関する条例、議員報酬に関する条例の
　一部改正を可決

　

令
和
２
年
第
４
回
臨
時
会
を
11
月
２
日
に
開
催
し
、
補
正

予
算
１
件
、
財
産
の
取
得
１
件
の
計
２
議
案
を
審
議
し
原
案

の
と
お
り
可
決
し
た
。

　

令
和
２
年
第
５
回
臨
時
会
を
11
月
26
日
に
開
催
し
、
条
例
の

改
正
３
件
、
財
産
の
取
得
１
件
、
人
事
案
件
１
件
の
計
５
件
の

議
案
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
た
。

　

ま
た
、
法
令
に
基
づ
く
報
告
が
３
件
あ
っ
た
。

令和２年度　一般会計補正予算（第７号）
歳入歳出総額に3,499万円追加し、総額155億1,878万円とする

【主な特徴】
歳入　基金繰入金　　2,040万円増額
歳出　災害対策費　　2,685万円増額

令和２年度吉田町新型コロナウイルス
感染症対応防災資機材等の取得について

【主な資機材】
簡易予防衣、避難生活間仕切りセット、防災備蓄マット

提出された議案の内容
・吉田町職員の期末手当にかかる支給月数を0.05月分引き下げ
・特別職の期末手当にかかる支給月数を0.05月分引き下げ
・議員報酬の期末手当にかかる支給月数を0.05月分引き下げ
・吉田町立小中学校学習者用コンピュータの取得（その２）
 契約金：6,133万円
・吉田町教育委員会の委員の任命に係る同意

問

小
・
中
学
校
体
育
館
の

エ
ア
コ
ン
燃
料
費
が
増
額

さ
れ
て
い
る
が
、
当
初
の

使
用
料
の
設
定
が
低
す
ぎ

た
の
で
は
な
い
か
。

答

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
窓

を
開
放
し
て
使
用
す
る
こ

と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

問

入
札
業
者
が
７
社
辞
退

し
て
い
る
が
、
理
由
を
把

握
し
て
い
る
か
。

答

業
者
判
断
の
た
め
、
は
っ

き
り
し
な
い
が
、
発
注
数

量
が
多
か
っ
た
の
で
対
応

で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

反
対
討
論
　
大
石 

巌
議
員

　
賃
金
を
下
げ
る
こ
と
は
経
済

が
落
ち
込
み
生
活
悪
化
に
拍
車

が
か
か
り
、
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル

に
陥
る
可
能
性
が
あ
る
。
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
悪
化
す
る
日

本
経
済
を
建
て
直
す
た
め

に
も
賃
上
げ
で
内
需
拡
大

を
図
る
べ
き
で
あ
り
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
公
務
の

役
割
を
考
慮
し
、
本
条
例

の
改
正
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
蒔
田
昌
代
議
員

　
人
事
委
員
会
を
持
た
な

い
当
町
は
、
国
家
公
務
員

の
給
与
制
度
に
準
じ
る
人

事
院
勧
告
に
従
う
と
な
っ

て
い
る
。
民
間
と
の
均
衡

を
図
る
た
め
の
引
き
下
げ

で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
の
な

か
で
、
日
本
経
済
は
大
変

な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

　
こ
の
改
正
は
、
日
本
経

済
の
回
復
に
向
け
て
共
に

進
ん
で
い
く
た
め
の
も
の

で
あ
る
と
考
え
賛
成
す
る
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
）
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問

全
面
緊
急
事
態
の
発

令
に
伴
い
屋
内
退
避
を

す
る
場
合
、
放
射
線
を

遮
る
効
果
の
低
い
木
造

建
物
よ
り
比
較
的
気
密

性
が
高
い
コ
ン
ク
リ
ー

ト
建
物
の
中
の
方
が
有

効
と
さ
れ
て
い
る
が
、

町
所
有
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
建
物
を
屋
内
退
避
場

所
と
し
て
使
用
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

　
　

ま
た
、
収
容
人
数
は

ど
れ
位
と
見
込
ん
で
い

る
か
。

答

ま
ず
は
身
近
な
建
物

物
に
避
難
す
る
。
自
宅

な
ど
が
被
害
を
受
け
て

危
険
な
場
合
は
、
開
設

さ
れ
た
避
難
所
に
避
難

す
る
。
学
校
な
ど
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
建
物
は
20

カ
所
あ
り
、
収
容
人
数

は
約
１
万
７
千
人
で
あ

る
。

問
「
避
難
手
段
は
原
則
、

自
家
用
車
と
す
る
。
自

家
用
車
で
の
避
難
が
困

難
な
要
配
慮
者
世
帯
等

は
一
時
集
合
場
所
に
徒

歩
等
で
集
合
し
バ
ス
ま

た
は
福
祉
車
両
等
に
よ

り
避
難
す
る
」
と
避
難

計
画
に
記
載
が
あ
る

が
、
バ
ス
に
乗
る
要
配

慮
者
の
人
数
の
把
握
は

で
き
て
い
る
か
。

　
　

ま
た
、
必
要
な
バ
ス

の
台
数
は
何
台
と
把
握

し
て
い
る
か
。

答

一
時
集
合
場
所
は
町

内
４
カ
所
に
設
定
し
て

あ
る
。
各
地
区
の
人
口

や
一
時
避
難
施
設
、
バ

ス
の
侵
入
・
方
向
転
換

な
ど
を
踏
ま
え
て
適
切

な
規
模
・
場
所
に
あ

る
。
想
定
さ
れ
る
要
配

慮
者
は
４
０
５
０
人
で

バ
ス
は
90
台
必
要
と
考

え
る
。

問

避
難
の
際
は
、
避
難

退
域
時
検
査
場
所
（
上

表
）
に
て
避
難
車
両
と

避
難
者
の
放
射
線
測
定

を
行
い
、
基
準
値
以
下

で
あ
れ
ば「
検
査
済
証
」

が
交
付
さ
れ
、
避
難
先

に
向
か
う
が
、
放
射
線

量
が
多
く
一
時
移
転
を

行
う
こ
と
と
な
っ
た
場

合
も
、
同
様
の
手
続
き

を
取
っ
て
向
か
う
の
か
。

答

避
難
の
方
法
は
同
じ

で
あ
る
。

問
question

広
域
避
難
計
画
の
原
子
力
災
害
時
の
対
応
は

答
answer

原
子
力
災
害
対
策
指
針
に
基
づ
き
実
施
す
る

福 世 義 己 議
員

　

吉
田
町
全
域
は
Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
緊
急
時
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区
域
）

に
な
っ
て
お
り
、
い
つ
で
も
起
こ
り
う
る
原
子
力
災
害
に
対
し
て
は
、

早
期
に
訓
練
を
重
ね
る
な
ど
し
て
課
題
点
を
洗
い
出
し
、
実
効
性
を

高
め
る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
対
応
を
質
問
し
た
。

バスで避難する人の地区ごとの集合場所
地区名 一時集合場所

住吉 ･ 片岡下 総合体育館
川尻 中央小学校
片岡西・東 吉田特別支援学校
北区 自彊小学校

避難途中に放射線検査を受ける場所
避難経路 放射線検査場候補箇所

東名高速道路 日本坂 PA、日本平 PA
新東名高速道路 藤枝 PA、静岡 SA、清水 PA
国道１号 うぐいす PA、県工業技術研究所
国道 150 号 （調整中）

地区ごとの避難先自治体
地区名 県内避難先

住吉 富士宮市 
（協議中）

川尻 ･ 片岡
北区

静岡市 
（協議中）

※　各表については、吉田町原子力災害広域避難計画を基に作成

※県外避難先は群馬県の自治体
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問

令
和
元
年
度
決
算
に

お
け
る
実
質
公
債
費
比

率
、
将
来
負
担
比
率
と

も
に
県
内
一
高
く
な
っ

た
理
由
は
。

答

東
日
本
大
震
災
以

降
、「
津
波
防
災
ま
ち

づ
く
り
」
を
喫
緊
課
題

と
し
て
位
置
付
け
、
避

難
タ
ワ
ー
、
避
難
路
の

整
備
、
す
み
れ
保
育
園

の
整
備
、
総
合
体
育
館

の
大
規
模
改
修
、
ま

た
、
教
育
環
境
の
充
実

と
し
て
小
中
学
校
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
、
ト
イ

レ
の
洋
式
化
な
ど
、
他

市
町
に
先
ん
じ
て
事
業

を
展
開
し
て
き
た
結

果
、
起
債
残
高
が
増
え

た
。

問

今
後
、
住
吉
地
区
の

津
波
防
潮
堤
建
設
な
ど

多
額
の
資
金
を
必
要
と

す
る
事
業
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
起
債
残
額

を
減
ら
す
財
政
運
営
は

で
き
る
か
。

答

平
成
16
年
度
に
「
当

該
年
度
の
借
入
額
は
、

当
該
年
度
の
償
還
元
金

を
上
回
ら
な
い
」
方
針

を
掲
げ
て
い
る
。

　
　

平
成
23
年
の
東
日
本

大
震
災
か
ら
は
「
都
市

防
災
総
合
推
進
事
業
関

連
の
事
業
に
係
る
町
債

発
行
残
高
を
除
く
」
と

い
う
例
外
規
定
を
追
加

し
、「
津
波
防
災
ま
ち

づ
く
り
」
を
迅
速
か
つ

強
力
に
推
進
し
た
結
果

一
時
的
に
地
方
債
残
高

が
増
加
し
た
が
、
そ
の

後
は
年
々
減
少
し
て
い

る
。
今
後
も
健
全
な
財

政
運
営
に
務
め
て
い
く
。

問

住
民
サ
ー
ビ
ス
予
算

の
削
減
や
住
民
負
担
の

増
加
な
ど
を
招
か
な
い

健
全
な
財
政
運
営
を
確

保
で
き
る
か
。

答

毎
年
度
の
予
算
編
成

に
お
い
て
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し

将
来
予
測
を
行
っ
て
お

り
、
こ
の
結
果
、
実
質

公
債
費
比
率
、
将
来
負

担
比
率
と
も
に
健
全
性

を
示
す
範
囲
内
に
収

ま
っ
て
い
る
。

　
　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
、
豊
か
で
勢
い

が
あ
り
心
を
魅
了
す
る

町
へ
と
躍
進
で
き
る
よ

う
引
き
続
き
全
力
で
町

政
運
営
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　

静
岡
県
内
市
町
の
財
政
健
全
化
を
判
断
す
る
指
標
と
し
て
、
実
質

公
債
費
比
率
と
将
来
負
担
比
率
が
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
吉
田
町
は

い
ず
れ
の
指
標
も
県
内
一
高
率
で
あ
る
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や

町
民
へ
の
負
担
が
増
え
な
い
か
、
町
の
考
え
を
質
問
し
た
。

問
question

実
質
公
債
費
比
率
は
な
ぜ
県
内
一
高
い

答
answer

津
波
防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
展
開

静岡県が公表した資料
（９月19日付静岡新聞・一部加工）

大 石　 巌 議
員
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問

国
保
税
の
医
療
分

で
、
静
岡
県
下
で
最
も

高
い
吉
田
町
の
平
等
割

額
２
万
８
８
０
０
円
の

徴
収
を
や
め
ら
れ
な
い

か
。

答

約
７
９
０
０
万
円
の

減
収
と
な
り
、
基
金
積

立
で
補
う
と
6
年
で
基

金
が
枯
渇
し
、
国
保
税

の
値
上
げ
に
つ
な
が
る
。

問

国
保
税
を
引
き
下

げ
、
町
民
が
国
保
税
を

払
い
や
す
く
な
る
よ
う

な
検
討
は
行
っ
て
い
る

か
。

答

行
っ
て
い
な
い
。
今

後
、
財
政
状
況
を
見
な

が
ら
検
討
す
る
。

問

納
付
金
は
主
に
被
保

険
者
の
所
得
お
よ
び
年

齢
補
正
し
た
医
療
費
で

算
定
さ
れ
て
い
る
。
町

の
被
保
険
者
の
所
得
は

高
い
が
、
診
療
費
は
県

下
22
番
目
と
低
い
。 

　

し
か
し
、
年
齢
構
成

を
国
に
合
わ
す
年
齢
補

正
の
た
め
に
国
よ
り
も

若
い
構
成
の
吉
田
町
は

実
際
よ
り
も
高
い
医
療

費
を
使
っ
て
い
る
よ
う

に
計
算
さ
れ
、
高
い
額

の
納
付
金
を
収
め
て
い

る
。
実
際
に
か
か
る
医

療
費
で
計
算
す
る
よ
う

に
県
に
提
言
で
き
な
い

か
。

答

豊
か
な
所
が
そ
う
で

な
い
所
の
補
填
を
す
る

相
互
扶
助
と
理
解
す

る
。
算
定
方
法
は
国
の

方
針
で
は
あ
る
が
、
国

会
議
員
の
方
に
も
折
に

触
れ
て
話
す
機
会
が
あ

れ
ば
お
願
い
し
た
い
。

問

保
険
者
努
力
支
援
制

度
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
３
年
連
続
県
下
で
最

下
位
で
あ
る
。
取
り
組

み
の
現
状
を
ど
う
捉
え

て
い
る
か
。

答

こ
の
制
度
は
被
保
険

者
の
健
康
に
関
わ
る
問

題
で
あ
る
が
、
今
ま
で

糖
尿
病
な
ど
の
重
症
化

予
防
の
取
り
組
み
を
強

力
に
は
進
め
て
い
な

か
っ
た
。
今
後
は
基
金

も
使
っ
て
重
点
化
し
て

い
く
。

　

国
民
健
康
保
険
の
制
度
変
更
に
よ
り
、
平
成
30
年
度
か
ら
町
は
県

が
算
定
し
た
額
の
納
付
金
を
県
に
収
め
、
県
は
治
療
費
な
ど
を
交
付

金
と
し
て
町
に
支
給
す
る
仕
組
み
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
国
保
運
営
の

現
状
お
よ
び
国
保
税
の
減
税
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問
question

国
保
の
運
営
方
針
を
ど
う
変
え
た
か

答
answer

国
保
業
務
の
変
更
は
な
い

平 野　 積 議
員

令和元年度保険者努力支援制度の集計結果

順
位 市町

共通① 共通③ 共通⑥ 固有① 合計
【880】特定健診等

【150】
重症化予防
【100】

後発医薬品等
【135】

収納率
【135】

1 藤枝市 65 100 110 60 661
35 吉田町 40 0 40 0 345

一人当たりの保険税（H30 年度）
順位 市町 金額 (円 )
1 吉田町 117,665
35 下田市 73,325

一人当たりの納付金（R 元年度）
順位 市町 金額 (円 )

1 御前崎市 144,514
2 吉田町 141,209
35 西伊豆市 107,879

一人当たりの診療費（H30 年度）
順位 市町 金額 (円 )

1 河津町 342,001
22 吉田町 279,262
35 熱海市 217,394

＊被保険者一人当たりの数値
＊順位は静岡県内市町の順位
　　　　　　　　　静岡HP掲載資料を基に作成

＊国保事業に関する保険者（市町村）の運営状況を12のチェック項目で評価 【】は満点
厚生労働省資料を基に作成
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町
は
、
公
共
施
設
の
整
備
や
維
持
管
理
を
計
画
的
に
行
う
各
施
策

の
対
応
方
針
を
定
め
た「
吉
田
町
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
」を
策
定
。

　

し
か
し
、
一
部
施
設
は
現
段
階
に
お
い
て
未
策
定
な
ど
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
遊
具
な
ど
の
必
要
性
を
求
め
質
問
し
た
。

問
question

公
園
や
児
童
遊
園
地
の
維
持
管
理
は

答
answer

安
全
確
保
と
機
能
保
全
を
図
る

問

公
園
な
ど
点
検
で
修

繕
が
必
要
と
判
断
さ
れ

て
い
る
遊
具
の
数
は
。

　
　

ま
た
、
修
繕
の
必
要

が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た

遊
具
の
今
後
の
対
応
は
。

答

都
市
公
園
に
つ
い
て

は
、
昨
年
２
月
の
点
検

で
修
繕
が
必
要
な
公
園

の
遊
具
は
、
37
台
の
う

ち
16
台
。
今
後
、
修

繕
・
撤
去
・
更
新
な
ど

の
選
択
か
ら
最
適
な
措

置
を
講
じ
る
。

　
　

児
童
遊
園
地
に
つ
い

て
は
、
27
台
の
う
ち
９

台
が
今
す
ぐ
で
は
な
い

が
修
繕
が
必
要
。
今
後

計
画
的
に
修
繕
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

既
に
撤
去
さ
れ
て
い

る
遊
具
へ
の
対
応
は

答

公
園
の
利
用
状
況
を

踏
ま
え
検
討
す
る
。

問

使
用
制
限
や
使
用
禁

止
の
あ
る
公
園
施
設
の

今
後
の
予
定
は
。

答

現
在
、
使
用
制
限
や

使
用
禁
止
の
あ
る
遊
具

な
ど
は
青
柳
公
園
・
大

道
公
園
・
小
藤
路
公

園
・
西
の
宮
公
園
・
湯

日
川
親
水
公
園
・
大
井

川
清
流
緑
地
の
６
カ
所
。 　

　

こ
の
う
ち
、
２
年
度

に
５
公
園
７
点
の
遊
具

な
ど
に
つ
い
て
、
修
繕

や
撤
去
を
実
施
予
定
。

問

今
後
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答

新
た
に
整
備
さ
れ
る

都
市
公
園
や
既
存
の
公

園
施
設
に
も
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
理
念

に
適
合
し
、
利
用
者
が

平
等
か
つ
安
全
に
利
用

で
き
る
よ
う
努
め
る
。

問

公
園
・
緑
地
な
ど
の

整
備
計
画
の
立
案
や
整

備
後
の
維
持
管
理
に
、

積
極
的
に
住
民
が
参
加

す
る
仕
組
み
づ
く
り
の

一
つ
と
し
て
、
管
理
者

の
電
話
連
絡
先
を
示
す

看
板
を
設
置
し
て
は
ど

う
か
。

答

看
板
設
置
に
限
ら

ず
、
利
用
者
に
連
絡
先

を
伝
え
る
た
め
の
合
理

的
な
方
策
に
つ
い
て
、

今
後
検
討
し
て
い
く

が
、
一
部
の
児
童
遊
園

地
は
町
有
地
で
は
な

く
、
地
元
関
係
者
の
厚

意
で
遊
園
地
が
存
在
し

て
い
る
所
も
あ
り
、
そ

こ
に
つ
い
て
は
協
議
が

必
要
と
な
る
た
め
、
そ

れ
ら
も
踏
ま
え
検
討
し

て
い
く
。

問

小
藤
路
公
園
や
西
の

宮
公
園
の
園
路
は
、
経

年
劣
化
や
草
木
の
生
長

な
ど
に
よ
り
破
損
や
起

伏
が
あ
る
が
修
繕
の
予

定
は
あ
る
か
。

答

安
全
性
の
確
保
と
機

能
保
全
と
い
う
観
点
か

ら
早
め
の
対
応
を
心
が

け
た
い
。

中 田 博 之 議
員
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問

下
水
道
整
備
に
係

る
、
計
画
区
域
内
と
計

画
区
域
外
の
税
投
入
の

不
公
平
解
消
の
考
え
は
。

答

下
水
道
事
業
で
は
、

受
益
者
負
担
制
度
を
設

け
て
土
地
所
有
者
か
ら

建
設
費
の
一
部
を
負
担

金
と
し
て
徴
収
し
て
い

る
。

　
　

ま
た
、
こ
の
負
担
者

の
税
か
ら
も
浄
化
槽
設

置
費
補
助
金
や
衛
生
セ

ン
タ
ー
維
持
管
理
費
を

賄
っ
て
い
る
の
で
、
税

投
入
の
不
公
平
が
存
在

す
る
と
は
考
え
て
な
い
。

問

下
水
道
は
住
吉
、
片

岡
地
区
に
集
中
し
て
い

る
。

　
　

し
か
し
、
北
区
地
区

や
川
尻
地
区
、
事
業
計

画
区
域
以
外
は
下
水
道

に
対
し
て
、
負
担
の
み

で
受
益
は
な
い
。
そ
こ

に
は
、
税
負
担
の
公
平

が
な
い
。
対
策
は
。

答

こ
の
下
水
道
事
業
は
国

と
し
て
進
め
て
い
る
話

で
あ
っ
て
、
環
境
対
策

と
し
て
、
国
策
で
や
っ

て
い
る
。

　
　

ま
た
、
公
共
下
水
道

経
営
戦
略
の
中
で
区

域
や
料
金
な
ど
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
る
。

問

大
規
模
地
震
の
被
害

想
定
お
よ
び
対
策
は
。

答

大
規
模
地
震
お
よ
び

津
波
被
害
に
対
し
て

は
、
下
水
道
施
設
の
機

能
維
持
に
向
け
た
対
策

に
努
め
て
い
る
。

　

元
年
度
下
水
道
事
業
決
算
。
総
収
入
、
12
億
54
百
万
円
。
内
訳
、
下

水
道
使
用
料
等
7.6
％
・
95
百
万
円
。
町
の
借
入
金
、
22
・
６
％
・

２
億
83
百
万
円
。
町
民
税
等
52
・
１
％
・
６
億
53
百
万
円
。
国
庫
補
助

金
、
２
億
４
百
万
円
。
下
水
道
区
域
外
の
区
域
に
は
受
益
は
な
い
。

問
question

下
水
道
事
業
・
税
負
担
の
公
平
に
つ
い
て

答
answer

受
益
者
負
担
制
度
を
設
け
て
い
る

山 内　 均 議
員

大規模地震と下水道施設における被災事例
地　震　名 マグニチュード 地方公共団体 被害額（百万円）

兵庫県南部地震 Ｍ７. ３ 兵庫県 約64,200
新潟県中越地震 Ｍ６. ８ 新潟県 20,579
能登半島地震 Ｍ６. ９ 石川県 1,882

国土交通省資料を基に作成

22.6

令和元年度の下水道事業の決算状況

44.3

16.3
1.4

7.8

0.8
6.8

国補助金
(16.3％)

地方債
(22.6％)

受益者負担金
(0.8％)

下水道歳入割合（％）
総収入　12億5,400万円

基準内繰入金
(44.3％)

下水道使用料
(6.8％)

基準外繰入金
(7.8％)

前年度繰越
(1.4％)

2億8,340万円

9,530万円
合計7.6％

52.1％
合計

6億5,333万円

44.3

吉田町公共下水道事業経営戦略審議会資料を基に作成
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問

当
町
の
災
害
時
の
避

難
場
所
に
お
い
て
、

ペ
ッ
ト
同
行
は
ど
の
程

度
認
め
ら
れ
る
の
か
。

答

町
で
は
、
静
岡
県
策

定
の
「
避
難
所
の
ペ
ッ

ト
飼
育
管
理
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
参
考
に
、

ペ
ッ
ト
を
ケ
ー
ジ
や

キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
に
入

れ
て
も
ら
う
こ
と
を
前

提
に
、
可
能
な
限
り
受

け
入
れ
る
予
定
で
あ

る
。
そ
の
際
は
動
物
に

対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
を

持
つ
人
に
対
し
て
も
配

慮
す
る
。

　
　

す
で
に
HP
に
て
告
知

し
て
い
る
が
、
避
難
所

開
設
時
に
は
よ
し
だ
防

災
メ
ー
ル
な
ど
を
活
用

し
、
さ
ら
な
る
周
知
を

図
る
。

問

避
難
所
で
の
ト
ラ
ブ

ル
を
回
避
す
る
た
め
、

ペ
ッ
ト
専
用
の
避
難
所

を
開
設
す
る
考
え
は
。

答

既
存
指
定
避
難
所
の

ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て

ペ
ッ
ト
の
受
け
入
れ
を

行
う
予
定
の
た
め
、
現

時
点
で
は
専
用
避
難
所

を
設
置
す
る
予
定
は
な

い
。

問

避
難
の
困
難
な
大
型

種
飼
育
や
多
頭
飼
育
の

家
庭
は
ど
う
す
る
の
か
。

答

県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
よ
れ
ば
、
避
難
所
で

の
受
け
入
れ
対
象
動
物

は
、原
則
的
に
、犬
・
猫
・

ウ
サ
ギ
・
鳥
な
ど
の
小

動
物
と
し
て
お
り
、
そ

れ
以
外
の
大
型
動
物
や

多
頭
飼
育
の
家
庭
は
可

能
で
あ
れ
ば
、
自
宅
の

安
全
な
敷
地
内
で
の
飼

育
や
知
人
、
専
門
家
に

預
け
る
と
あ
る
。
当
町

に
お
い
て
も
こ
の
方
針

に
従
う
予
定
で
あ
る
。

問

町
の
ペ
ッ
ト
避
難
に

関
す
る
考
え
は
。

　
　

ま
た
、
そ
の
指
針
を

ペ
ッ
ト
を
飼
育
す
る
町

民
に
周
知
し
、
理
解
し

て
も
ら
う
方
策
は
。

答

災
害
時
に
は
何
よ
り

も
人
命
が
優
先
さ
れ
る

が
、
近
年
ペ
ッ
ト
は
家

族
で
あ
る
、
と
い
う
意

識
が
一
般
的
に
な
り
つ

つ
あ
り
、
動
物
愛
護
や

被
災
者
の
心
の
ケ
ア
と

　　　

い
う
観
点
か
ら
同
行
避

難
は
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

　
　

災
害
時
に
お
け
る

ペ
ッ
ト
へ
の
対
応
は
飼

い
主
に
よ
る
自
助
が
基

本
で
あ
る
が
、
飼
い
主

が
災
害
時
を
考
え
十
分

な
備
え
を
し
て
お
く
こ

と
は
、
自
身
や
家
族
地

域
防
災
力
の
向
上
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。

　
　

よ
っ
て
、
今
後
も
防

災
関
連
の
啓
発
を
行
う

際
に
、
ペ
ッ
ト
の
同
行

避
難
に
関
す
る
内
容
に

つ
い
て
、
引
き
継
ぎ
周

知
を
図
っ
て
い
く
。

　

震
災
の
経
験
を
教
訓
に
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
で
の
ペ
ッ
ト

受
け
入
れ
ル
ー
ル
確
立
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
当
町
に

お
け
る
受
け
入
れ
態
勢
や
周
知
策
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
ペ
ッ
ト

同
行
専
用
の
避
難
所
開
設
の
可
否
な
ど
に
つ
い
て
も
質
問
し
た
。

問
question

災
害
時
避
難
所
へ
の
ペ
ッ
ト
同
行
は

答
answer

ケ
ー
ジ
や
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
で
対
応

一 般 質 問

盛　純一郎 議
員

静岡県HPから
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問

今
ま
で
、
多
目
的
広
場

を
除
い
た
「
川
尻
海
岸

防
潮
堤
」
の
工
事
費
用

は
い
く
ら
か
か
っ
た
の

か
。
ま
た
、
国
・
県
・

町
と
の
費
用
負
担
は
。

答

元
年
度
ま
で
の
町
の
負

担
は
６
９
６
９
万
円
。

２
年
度
は
１
億
５
９
３

６
万
円
だ
が
、
起
債
償

還
額
の
70
％
が
交
付
税

措
置
さ
れ
る
た
め
、
実

質
的
な
負
担
は
30
％
程

で
あ
る
。

　
　

工
事
に
つ
い
て
は
、

海
抜
6.2
メ
ー
ト
ル
ま
で

は
国
が
実
施
、
現
況
の

堤
防
か
ら
嵩
上
げ
す
る

と
こ
ろ
は
町
が
実
施
。

工
事
現
場
で
発
生
す
る

建
設
発
生
土
を
盛
土
と

し
、
調
達
・
支
援
は
国
・

県
で
行
う
。
国
・
県
は
、

こ
の
役
割
分
担
に
応
じ

た
費
用
負
担
を
し
て
い

る
が
、
具
体
的
な
費
用

は
わ
か
ら
な
い
。

問

今
後
、
川
尻
海
岸
防
潮

堤
完
成
ま
で
の
工
事
費

用
は
。

　
　

ま
た
、
国
・
県
・
町
と

の
費
用
負
担
は
。

答

町
は
海
浜
回
廊
と
な
る

防
潮
堤
天
端
道
工
事
に

１
億
５
千
万
円
、
旧
古

川
川
尻
線
の
代
替
え
と

な
る
防
潮
堤
陸
側
側
道

（
道
幅
６
メ
ー
ト
ル
）
工

事
に
１
億
５
千
万
円
が

必
要
で
あ
る
。
３
年
度

完
成
予
定
。
国
・
県
の

負
担
は
な
い
。

問

川
尻
海
岸
防
潮
堤
の
安

全
・
安
心
を
維
持
す
る

た
め
の
管
理
費
の
捻
出

方
法
は
。

答

防
潮
堤
は
、
海
岸
保
全

施
設
で
あ
り
、
海
岸
管

理
者
の
国
・
県
に
返
す

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
維
持
管
理
は
、

国
・
県
・
町
で
協
議
し

て
い
く
。

問

「
河
川
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
の
国
・
県
・

町
の
費
用
負
担
は
。

答

水
防
緊
急
用
資
材
を
備

蓄
す
る
「
河
川
防
災
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
主
に
国

が
整
備
を
行
う
。
そ
の

中
に
設
置
す
る
水
防
セ

ン
タ
ー
は
、
町
が
負
担
。

概
算
で
約
３
千
万
円
の

費
用
負
担
と
な
る
。

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
る
財
政

へ
の
影
響
が
予
測
さ
れ

る
が
、
計
画
へ
の
影
響

は
。

答

安
全
の
創
出
に
係
る
整

備
は
優
先
し
て
行
い
、

に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
係

る
整
備
は
財
政
状
況
を

踏
ま
え
整
備
方
針
を
検

討
す
る
。

　

新
た
な
安
全
と
賑
わ
い
を
一
体
化
し
進
め
る「
シ
ー
ガ
ー
デ
ン
構
想
」

の
ひ
と
つ
、「
川
尻
海
岸
防
潮
堤
」
の
盛
土
工
事
が
２
年
度
完
成
予
定

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
工
事
費
用
や
今
後
の
整
備
費
用
は
。

　

国
・
県
・
町
の
費
用
負
担
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
質
問
し
た
。

問
question

財
政
減
少
に
よ
る
整
備
計
画
へ
の
影
響
は

答
answer

安
全
を
優
先
に
整
備
方
針
を
見
極
め
る

町政を問う

楠元由美子 議
員

工事中の川尻海岸防潮堤

国土交通省　静岡河川事務所提供による
大井川防災ステーションイメージ図
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問

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
の
箱
、
外
箱
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の

芯
な
ど
雑
が
み
を
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
資
源
物

と
考
え
、
分
別
収
集
す

る
と
ご
み
の
減
量
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
が
、

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答

古
紙
類
と
一
緒
に
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に

持
ち
込
ま
れ
る
物
に
つ

い
て
は
資
源
物
と
し
て

回
収
し
て
い
る
。

　
　

雑
が
み
は
紙
く
ず
と

い
う
意
識
が
強
く
、
大

半
は
可
燃
物
と
し
て
排

出
さ
れ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
ご
み
の
減
量
化

を
図
っ
て
い
く
上
で
、

資
源
物
と
し
て
回
収
す

る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。

　
　

町
民
に
、「
雑
が
み
は

可
燃
物
で
は
な
く
、
資

源
物
で
あ
る
」
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

雑
が
み
と
で
き
な
い
雑

が
み
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
排
出
す
れ
ば
良

い
か
な
ど
、
そ
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

よ
し
だ
な
ど
を
活
用

し
、
周
知
し
て
い
く
。

問

雑
が
み
の
分
別
収
集

に
つ
い
て
、
自
治
会
や

町
内
会
な
ど
の
協
力
を

求
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

答

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
、
販
売
店
な
ど
の

拠
点
回
収
や
学
校
の
集

団
回
収
な
ど
多
様
な
回

収
ル
ー
ト
が
整
備
さ
れ

て
い
る
。
各
自
治
会
に

お
い
て
も
回
収
に
協
力

を
頂
い
て
い
る
。
今

後
、
雑
が
み
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
「
雑
が

み
は
資
源
物
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
を
町
民
に

周
知
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
、
自
治
会
に

回
収
の
協
力
を
お
願
い

し
て
い
く
。

問

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
の
観

点
か
ら
今
後
の
リ
サ
イ

ク
ル
へ
の
取
り
組
み
は
。

答

３
Ｒ「
リ
デ
ュ
ー
ス
・

減
ら
す
、
リ
ユ
ー
ス
・

繰
り
返
し
使
う
、
リ
サ

イ
ク
ル
・
再
資
源
と
し

て
再
利
用
す
る
」
に
加

え
、「
６
Ｒ
県
民
運
動
」

の
「
リ
フ
ュ
ー
ズ
・
断

る
、
リ
タ
ー
ン
・
戻
す
、

リ
カ
バ
リ
ー
・
回
復
さ

せ
る
」の
３
つ
を
加
え
、

ご
み
の
減
量
化
・
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え

る
。

　

家
庭
で
出
る
紙
類
に
は
、
新
聞
紙
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
雑
誌
以
外
に

も
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
の
箱
や
お
菓
子
類
の
外
箱
な
ど
が
あ
る
。

汚
れ
て
い
な
い
こ
れ
ら
の
紙
類
に
つ
い
て
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ

ク
ル
に
向
け
て
の
紙
類
の
分
別
収
集
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問
question

雑
が
み
の
分
別
収
集
の
考
え
は

答
answer

リ
サ
イ
ク
ル
に
向
け
て
進
め
て
い
く

蒔 田 昌 代 議
員

雑
が
み
と
は

新
聞・チ
ラ
シ
、雑
誌・本
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
以
外
の
様
々

な
製
品
等
に
使
わ
れ
て
い

る
紙
の
こ
と
。
紙
の
中
で

も
比
較
的
小
さ
い
。

雑がみ類

外務省HP掲載資料から抜粋

SDGs（持続可能な開発目標）
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町政を問う 一般 質 問



総務文教常任委員会報告
　　　「学校教育の充実」の現状について

産業建設常任委員会報告
　　　地場産業の活性化について

協
議
事
項

10
月
7
日

・
学
校
教
育
課
か
ら
令
和
２
年

２
月
に
行
わ
れ
た「
吉
田
町

総
合
教
育
会
議
」
資
料
を
用

い
て
、
Ｔ
Ｃ
Ｐ
ト
リ
ビ
ン
ス

プ
ラ
ン
の
取
組
状
況
と
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

・
委
員
は
調
査
内
容
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
質
問
事
項
を
提
出

し
、
次
回
の
委
員
会
で
質
問

を
ま
と
め
て
い
く
と
す
る
。

・
学
校
教
育
課
は「
吉
田
町
学

力
調
査
に
関
す
る
事
務
の
流

れ
」
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も

の
を
提
出
す
る
。

10
月
21
日

・
各
委
員
が
提
出
し
た
質
問
事

　
項
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を

　
し
、委
員
間
で
協
議
す
る
。

・
質
問
事
項
の
ま
と
め
方
は
、

吉
田
町
総
合
教
育
会
議
資

料
の「
教
育
元
気
物
語
Ｔ
Ｃ

Ｐ
ト
リ
ビ
ン
ス
プ
ラ
ン
」
に

沿
っ
て
質
問
を
行
う
こ
と
と

す
る
。

・
正
副
委
員
長
で
質
問
事
項

を
ま
と
め
、
委
員
に
提
案

し
、
提
出
す
る
。

・
次
回
学
校
教
育
課
か
ら
、

質
問
事
項
の
回
答
を
も
ら

う
。

11
月
26
日

・
調
査
事
項
に
関
す
る
左
記

の
項
目
の
質
問
に
対
す
る

回
答
を
学
校
教
育
課
か
ら

も
ら
う
。

① 

Ｔ
Ｃ
Ｐ
ト
リ
ビ
ン
ス
プ
ラ

ン
の
現
状
及
び
今
後
の
取

組
方
針

② 

子
ど
も
の「
確
か
な
学
力
」

を
保
証
す
る
環
境
づ
く
り

③ 
教
職
員
の
授
業
に
専
念
で

き
る
環
境
づ
く
り

④ 

保
護
者（
家
庭
）
の
教
育

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
環
境
づ

く
り

・
ま
と
め
の
内
容
を
考
慮
し
な

が
ら
、
追
加
の
質
問
が
あ
る

場
合
は
提
出
す
る
こ
と
。

　
　
委
員
長

　
　
　
　
　
蒔
田　
昌
代

協
議
事
項

10
月
13
日

　
養
鰻
業
・
う
な
ぎ
加
工
業
に

関
す
る
課
題
整
理
の
た
め
、
産

業
課
か
ら
事
前
質
問
の
回
答
を

受
け
、
回
答
に
対
す
る
再
質
問

を
行
っ
た
。
中
間
ま
と
め
案
を

正
副
委
員
長
で
作
成
す
る
こ
と

と
し
た
。

10
月
22
日

　
養
鰻
業
・
う
な
ぎ
加
工
業
の

現
状
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行

い
、
当
委
員
会
と
し
て
の
意
見

を
ま
と
め
た
。

中
間
ま
と
め

①
補
助
金
に
つ
い
て

・
関
係
団
体
の
ニ
ー
ズ
の
掘
り

起
こ
し
と
そ
の
対
応
策
の

検
討
を
。

②
外
部
団
体
と
の
連
携

・
産
業
委
員
会
の
活
用
に
つ
い

て
検
討
を
。

・
産
官
学
の
連
携
・
取
り
組
み

に
つ
い
て
検
討
を
。

③
ＰＲ
事
業
に
つ
い
て

・
有
益
性
の
あ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発

信
を
。

・
継
続
的
に
ＰＲ
の
場
の
提
供

を
。

④
総
合
計
画
と
の
関
連
に
つ
い

て

・
後
継
者
育
成
に
関
す
る
新
た

な
施
策
に
つ
い
て
。

11
月
10
日

　
機
織
業
・
細
幅
織
物
業
に
つ

い
て
、
各
自
質
問
内
容
を
発
表

し
た
。

・
細
幅
織
物
業
の
現
状

・
補
助
金
・
外
部
団
体
・
ＰＲ
事

業
・
総
合
計
画
・
そ
の
他

に
つ
い
て
、
次
回
、
産
業
課

か
ら
回
答
を
受
け
る
事
を

決
定
し
た
。

12
月
11
日

　
機
織
業
・
細
幅
織
物
業
に
つ

い
て
事
前
質
問
に
対
し
て
産
業

課
の
回
答
を
受
け
、
課
題
と
対

応
策
を
次
回
提
出
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

　
　
委
員
長　
三
輪
美
由
紀

調 査 事 項

調 査 事 項
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　よしだ議会だよりは、平成８年５月に創刊号を発行して以来、本刊をもって第１００号を迎えるこ
ととなりました。今後もよしだ議会だよりが、町民の皆さまと議会とをつなぐ架け橋の役割を担える
よう、委員一同誠心誠意取り組んでまいります。
　また、この100号発行を記念し、吉田町議会議員ＯＢ会の栁原会長からメッセージを頂きましたの
で、議長・広報委員長のあいさつと併せて掲載いたします。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
大
石
　
　
巌

副
委
員
長
　
楠
元
由
美
子

委
　
員
　
福
世
　
義
己

　
　
　
　
　
盛
　
純
一
郎

　
　
　
　
　
中
田
　
博
之

　
　
　
　
　
山
口
　
一
博

議会フェイスブックから情報を発信中。

https://www.facebook.com/yoshidachougikaiict

議会活動の様子をご覧いただき、ご意見をお寄せください。

こちらからどうぞ

吉
田
町
議
会
議
員
Ｏ
Ｂ
会

会長　栁原克彦 様

議
会
だ
よ
り
発
行
の

経
緯
に
つ
い
て

　

議
会
だ
よ
り
第

100
号
の
発

行
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
時
の
町
議
会
の
広
報
活

動
は
、
平
成
３
年
５
月
号
か

ら
「
広
報
よ
し
だ
」
に
一
般

質
問
の
み
記
載
さ
れ
て
い
た

程
度
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
議
員
の
手
に
よ

る
広
報
活
動
を
開
始
し
た
い

と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
平

成
８
年
に
議
員
定
数
等
特
別

委
員
会
で
協
議
し
、
議
員
の

編
集
に
よ
る
議
会
だ
よ
り
を

発
行
す
る
こ
と
に
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　

以
来
、
議
会
だ
よ
り
の
果

た
し
て
き
た
役
割
は
大
き

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

吉
田
町
議
会

議長　増田剛士

デ
ジ
タ
ル
化
の
中
で
の

議
会
だ
よ
り
の
役
割

　

議
会
だ
よ
り
は
、
平
成
８

年
５
月
創
刊
以
来

100
号
の
発

行
と
な
り
ま
す
。

　

毎
回
熟
読
さ
れ
て
き
た
町

民
の
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
時
代
は
デ
ジ
タ
ル

化
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
紙

媒
体
で
あ
る
議
会
だ
よ
り
は
、

皆
さ
ま
に
議
会
の
動
向
を
伝

え
、
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

へ
つ
な
ぐ
た
め
の
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
機
能
を
持
た
せ
て
い
く

こ
と
に
な
る
と
、
予
測
し
ま

す
。

　

今
後
も
、
分
か
り
や
す
い

紙
面
作
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
発

行
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委員長　大石 巌 

町
民
の
声
を
生
か
し
た

議
会
だ
よ
り
に

　

委
員
会
は
、
議
員
の
内
二

期
２
名
・
一
期
４
名
の
構
成

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
編
集
会
議
で
は
、
定
例
会
、

臨
時
議
会
の
様
子
を
リ
ア
ル

に
、
か
つ
分
か
り
や
す
く
皆

さ
ま
に
伝
え
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
「
い
か
に
分
か
り

や
す
い
言
葉
、
紙
面
に
す
る

か
」
を
念
頭
に
編
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

傍
聴
さ
れ
た
方
の
感
想
や

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意

見
も
頂
き
、
「
双
方
向
の
紙

面
づ
く
り
」
に
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
意
見
や
ご
協

力
の
程
、
今
後
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「よしだ議会だより」第100号に寄せて！

※本紙に記載している数値につきましては、一部切り捨てして表記しています。
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